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概 要 

感染症情報センター（IDSC）は、感染症法で定められ

た国のサーベイランス事業の中で中央感染症情報センタ

ーとして位置づけられ、感染症法対象疾患を中心にした

サーベイランスを行っている。血清疫学サーベイランス

は、感染症流行予測調査事業の中で行っている。これら

の 情 報 は WISH Net, IDSC ホ ー ム ペ ー ジ (http ：

//idsc.nih.go.jp/index-j.html)、病原微生物検出情報（IASR）

感染症週報（IDWR）などによって、情報還元と提供を

行っている。 

感染症発生への適切な対応の一環として实地疫学の重

要性が理解されつつあるが、国内外における感染症アウ

トブレイクへの対応を行うとともに、これにかかわる人

材教育（实施疫学調査専門家養成コース(FETP)）も行っ

ている。FETP は平成 22 年度には 12 期生を向かえた。 

IDSC は、これらの機能を以下の 6 室で分担し、お互

いに協力し合いながら、業務と研究を行っている。 

第一室 （感染症対策計画室：谷口清州室長） 

 感染症対策における技術的な対応として、国内や国外

における公衆衛生インパクトの強い感染症流行の早期探

知とその調査、感染症対策のための計画立案と関係機関

への技術的な支援、FETP 養成、国内外における感染症

アウトブレイク対応、早期探知・調査手法・健康危機事

例への対応になどに関する研究を行っている。 

第二室 （感染症情報室：多田有希室長） 

国内感染症サーベイランスデータの収集・分析、 及び

その結果の還元と提供を行っている。IDWR、IASR の発

行は）、当室の重要業務である。情報解析や還元方法の研

究、システム改善、メデイアとのコミュニケーションな

ども、二室の主なテーマである。 

第三室 （予防接種室：多屋馨子室長）  

血清疫学調査(感受性調査)ならびに感染源調査の立案

と实施、現行予防接種の効果と副反応に関するモニタリ

ング、 これらの結果の公表と広く一般への情報提供、 予

防接種対象疾患の感染症として人に与える影響に関する

調査研究、及び今後の我が国における予防接種の有用性

に関する総合的研究を行っている。また感染症研究所業

務として行われている国内血清銀行の管理運営を行って

いる。麻疹対策（Measles Elimination）は世界において、

またわが国においても重要な課題であるが、国内におけ

る麻疹ゼロ作戦は、三室を中心に行っている。 

第四室 （病原診断室：藤本嗣人室長） 

他の部の所管に属さない病原体に関すると思われる原

因不明疾患の検査、レファレンス、病原診断のための方

法の開発を行っている。全国衛生微生物協議会のアデノ

ウイルスレファレンスセンターを担当している。 

第五室 （細菌研修室：伊藤健一郎室長） 

第六室 （ウイルス研修室：木村博一室長） 

第 5 室においては細菌、第 6 室においてはウイルス性

疾患の検査に関する情報の収集・解析、 情報提供を行っ

ている。国内外の関連機関と連携し、 公衆衛生における

細菌・ウイルス検査の技術向上・標準化等を支援してい

る。 また、公衆衛生に携わる公的機関の職員を対象に細

菌（第 5 室）・ウイルス（第 6 室）検査等に関する講習の

立案・遂行、 および病原体新規検査法の開発研究などを

行っている。 

なお、再任用制度を利用し広報委員会活動ならびに情

報センターにおける広報活動を、IDSC で行っている。 
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業 績 

調査・研究 

Ⅰ．感染症発生動向調査事業に関する研究 

1. サーベイランスシステムの改善に関する研究 

 厚生労働省新型インフルエンザ等新興・再興感染症研

究事業として「国際的な感染症情報の収集、分析、提供

機能および我が国の感染症サーベイランスシステムの改

善・強化に関する研究」（研究代表者 谷口清州）を組織

し、国際的、あるいは国内における感染症サーベイラン

スの在り方について研究を行い、今後の戦略的なサーベ

イランス手法の開発やシステムの改善事業に対して技術

的支援を行った。 

[谷口清州、多田有希、安井良則、藤本嗣人、山下和予、

重松美加、砂川富正、中島一敏、島田智恵、井内田科子、

岡部信彦、他所外分担研究者] 

 

2. 感染症発生動向調査に基づく注意報・警報システム

および全国罹患数推計に関する研究 

 厚生労働科学研究費補助金（新型インフルエンザ等新

興・再興感染症研究事業）「国際的な感染症情報の収集、

分析、提供機能およびわが国の感染症サーベイランスシ

ステムの改善・強化に関する研究」（研究代表者 谷口清

州）の分担研究として、定点報告疾患については、注意

報・警報システム及び全国罹患数推計の検討および検討

方法の評価を行った。また、2009 年の新型インフルエン

ザの流行後、都道府県卖位の推計方法、ウイルス型別の

患者推計方法を開発した。さらに、発生動向調査システ

ムの改善方法の提案を文書にまとめた。 

[多田有希、谷口清州、重松美加、安井良則、島田智恵、

永井正規（埻玉医科大学）、太田晶子（埻玉医科大学）、

橋本修二（藤田保健衛生大学）、川戸美由紀（藤田保健衛

生大学）、村上義孝（滋賀医科大学社会医学講座医療統計

学部門）] 

 

3. 中央感染症情報センターの視点からの感染症サー

ベイランスの評価と改善に関する研究 

厚生労働科学研究「国際的な感染症情報の収集、分析、

提供機能およびわが国の感染症サーベイランスシステム

の改善・強化に関する研究」（研究代表者 谷口清州）の

一環として、感染症発生動向調査により収集されている

データの質の確保・向上を図る目的で、「感染症発生動向

調査におけるデータの質管理のための地方感染症情報セ

ンター向けガイドライン（案）」を作成し、全国の地方感

染症情報センター等 102 カ所に配布した。 

[多田有希、島田智恵、阿保満（東京都多摩府中保健所）、

鈴木智之（群馬県衛生環境研究所）、松舘宏樹（岩手県環

境保健センター）] 

 

4. 症候群サーベイランスの实用 

  感染症早期探知を目的として、「薬局サーベイランス」

と「学校欠席情報共有システム」に加えて、「保育園欠席

者・発症者情報収集システム」を稼働させた。薬局サー

ベイランスは 2009 年 4 月から全国で本格運用し、全国約

5800 薬局(2011 年 3 月末現在)の協力を得て、前日の抗イ

ンフルエンザウイルス薬情報を毎朝関係者に還元すると

ともに、国、感染研、都道府県担当者に情報提供を行い、

国民一般に対しても情報提供を毎日行った。都道府県で

は、発生動向調査よりも速い情報として、インフルエン

ザ対策に活用された。アシクロビル製剤によるバイオテ

ロ対策、抗菌薬による抗菌薬使用量に関しても同時に实

用化のレベルにまで整備した。「学校欠席情報収集システ

ム」は、2009 年 2 学期から 9 県の全校において实施し、

その情報を保健所・県庁に提供し、対策に貢献し、2011

年 3 月末で 14 県で稼動している。「保育園欠席者・発症

者情報収集システム」は、2010 年 4 月から開発運用し、

8 月に厚生労働省より通知が発出され、2011 年 3 月末で

約 3500 園で稼動している。 

[大日康史、菅原民枝、安井良則、谷口清州、岡部信彦］ 

 

5. 百日咳発生ＤＢの構築・運用 

 平成 19 年の百日咳の集団発生を受けて、百日咳発生

DB を運用している。サマリーを公開し、予防接種政策

のデータとして活用された。 

[大日康史、菅原民枝 、多屋馨子 、安井良則 、岡部信

彦] 

 

6. HIB 発生ＤＢの構築・運用 

 2008 年 12 月から Hib ワクチンが接種可能となり、Hib

感染症発生動向の国内の患者発生動向を把握することが

課題となり、DB を運用している。Hib ワクチンの再開の
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データとして活用された。 

[大日康史、菅原民枝 、多屋馨子 、安井良則 、岡部信

彦] 

 

7. 有志医師によるインフルエンザ DB の運用 

 2000年から継続して实施している ML インフルエンザ

前線情報 DB の運用を今年度も継続して行い、パンデミ

ック A（H1N1）流行の 2010 年の夏季期間中においても、

303 名の有志のご協力、59,565 件のインフルエンザ症例

に関する報告を得られた（2011 年 7 月 20 日現在）。この

DB は麻疹や百日咳の DB のモデルともなったもので、

今後のパンデミックインフルエンザ再流行の検出・推移

の把握、および他の新型インフルエンザの検出について

も有用であることが期待される。 

[砂川富正、谷口清州、西藤なるを（西藤こどもクリニッ

ク）、岡部信彦] 

 

8. 国際感染症に関する効果的情報収集と分析手法に

関する検討 

 「国際的な感染症情報の収集、分析、提供機能および

我が国の感染症サーベイランスシステムの改善・強化に

関する研究」（研究代表者 谷口清州）の研究分担として、

インターネット上でリアルタイムに公開される情報を収

集し、公衆衛生学的な脅威となりえる事例を示唆する情

報を分析抽出する仕組みについて、日本語情報の取り扱

いに必要な情報選別フィルターの設計と有効性の一次試

験を行った。 

[重松美加、Jens Linge（Joint Research Centre）] 

 

9. アデノウイルス感染症病原体サーベイランスに関

する研究 

「国際的な感染症情報の収集、分析、提供機能および

わが国の感染症サーベイランスシステムの改善・強化に

関する研究」（研究代表者 谷口清州）において、咽頭結

膜熱のサーベイランス案、サーベイランススタンダード

案を作成した。 

[藤本嗣人、中村雅子、榎本美貴、花岡希、全国地区アデ

ノウイルスレファレンスセンター] 

 

10. アウトブレイク情報管理データベースの構築と運

用 

アウトブレイク関連情報を系統的に記録、管理し、適

切な情報発信及び分析を行うためのデータベースとして、

Outbreak Tracking System（OTS）を開発、運用した。 

[中島一敏、八幡裕一郎、神谷元、谷口清州] 

 

11. IHR に準拠したアウトブレイク関連情報のリスク

評価と対応に関する研究 

公式、非公式を問わず、様々な感染症アウトブレイク

関連情報を収集し、系統的に分析、リスク評価を行い、

適切な対応を行うためのシステムについて検討した。 

[中島一敏、神谷元、八幡裕一郎、砂川富正、大山卓昭、

谷口清州] 

 

Ⅱ．パンデミック、バイオテロ、公衆衛生対策に関する

研究 

1. 新型インフルエンザのパンデミック対策に関する

研究 

(１) 数理モデルを用いて、新型インフルエンザの被害を

予測する際に、全国民の移動の情報として国勢調査を活

用した。これによって、従来は都市部に限られていたシ

ミュレーションを、全国を一元的に扱うことが初めて可

能となった。 

(２) 数理モデルに用いるパラメーターのうち、人々の行

動に関する調査研究を行った。特に、パンデミック時の

外出自粛の割合、在宅勤務体制の現状、食料備蓄の現状

について検討した。 

［大日康史、菅原民枝、谷口清州、岡部信彦］ 

 

2. 沖縄県宮古島市におけるパンデミックインフルエ

ンザ(H1N1)2009 の罹患率・受診率・入院率の推計

と流行像の特徴に関する研究 

沖縄県宮古島市におけるインフルエンザの全数報告サ

ーベイランスおよび宮古島市役所職員を対象に行った自

記式質問票から得られたデータを元に、新型インフルエ

ンザ（この場合は A/H1pdm まで検出）の罹患率、入院率、

重症例などについて調査し、流行像の疫学的特徴につい

て検討した。その結果、宮古島市における推計 ILI 発症

者は 7,979 人であり、人口当たりの罹患率は 14.5% 

(95%CI: 13.5-15.5%) 、人口当たりの受診率 11.1％
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（ 95%CI: 10.8-11.4）、 ILI 発症者の入院率は  0.6% 

(95%CI: 0.8-1.2%)と推計された。さらに、年齢調整入院

率は人口 10,000 人当たり 7.64 であり、日本全国におけ

る同入院率 1.38 に比して高値であった。 

[島田智恵、豊川貴生、古謝 由紀子（沖縄県衛生環境研

究所）、砂川富正、谷口清州] 

 

3. インフルエンザ（H1N1）2009 にかかわる重症化リ

スク要因の解析 

WHO による多国共同研究プロジェクトとして、各国

におけるパンデミック（H1N1）2009 による重症例のデ

ータを解析し、WHO において多国データを用いたグロ

ーバルデータとして解析し、国際的な議論を行った。 

[谷口清州、砂川富正、島田智恵、高山義浩、中嶋健介、

正林督明（厚生労働省新型インフルエンザ対策本部）] 

 

4. 2009 パンデミックインフルエンザの死亡のリスク

評価に関する研究 

厚生労働科学研究費補助金（循環器疾患・糖尿病等生

活習慣病対策総合研究事業）「健康日本２１の中間評価、

糖尿病等の「今後の生活習慣病対策の推進について（中

間とりまとめ）」を踏まえた今後の生活習慣病対策のため

のエビデンス構築に関する研究」（研究代表者 緒方裕

光）により、2006 年～2009 年の人口動態統計を用い、イ

ンフルエンザに関連する死亡を収集し、2009 パンデミッ

クインフルエンザ A(H1N1)の死亡のリスク評価を年齢階

級別に死亡率と致死率で検討した。60 歳以上では死亡率、

致死率が低かったが、30 歳代、40 歳代では高くなってい

た。30 歳代、40 歳代は過去のインフルエンザ死亡と比べ

高いリスクがあることが考えられた。 

[八幡裕一郎] 

 

5. 日本公衆衛生協会による広域的健康危機管理対応

体制整備事業 

事業の技術的助言者の委嘱を受け、今後の地方衛生研

究所における地方感染症情報センター業務にかかわる調

査と検討を行い、全国 6 ブロックにおけるブロック会議

に出席して講義を行い、地域の公衆衛生従事者と議論を

行った今後の方針について技術的支援を行った。 

[谷口清州、多田有希、岡部信彦] 

 

6. バイオテロ対策の数理モデルの開発 

 新型インフルエンザ同様に国勢調査を用いてのバイオ

テロに使用される可能性のある感染症、特に天然痘、ペ

スト、炭疽菌に関して、数理モデルを用いて公衆衛生対

応について評価した。その結果を、GIS（地理情報処理

システム）を用いて地図上に表現し、より現实的に被害

の探知、地域的な拡散を検討した。天然痘の数理モデル

は天然痘対応指針の改訂の議論に提供し、その成果およ

びプログラムは厚生労働省をはじめ関係部局に提供した。 

[大日康史、菅原民枝、谷口清州、岡部信彦] 

 

7. バイオテロ防止におけるバイオリスク管理、教育、

訓練の方法論に関する研究 

(１) 厚生労働科学研究費補助金 新興・再興感染症研究

事業「バイオリスク管理の包括的強化及び必要な教材等の

開発と实践の評価に関する研究」（研究代表者：杉山和良）

の研究分担として、国際指針に基づく研修の作成と实施、

翻訳などによる情報の普及、科学的なバイオリスク評価理

論の確立、バイオリスク低減に関する管理方法とその継続

教育法についての研究成果をまとめ、飛散事故対応の訓練

キットの作成、生物学的安全キャビネットの検査基準の比

較研究などを实施した。 

[重松美加、安藤秀二（ウイルス第一部）、佐多徹太郎（感

染病理）、Helmut Prendinger （国立情報学研究所）、Jennifier 

Gaudioso (Sandia National Laboratories), Susan Caskey 

（同）] 

(２) バイオリスク管理の国際基準「CEN WORKSHOP 

AGREEMENT 15793」を背景に、欧州標準化委員会の下で、

欧州バイオセーフティ学会のイニシアチヴによる、バイオ

セーフティ専門家の定義と必要技能の特定および、技能評

価と資格認証の仕組み確立へ向けた第 2 回討議と 2 次、3

次案のレビューに協力し、報告文書と技能修得モデルプロ

グラムの完成に協力した。 

[重松美加、佐多徹太郎（感染病理）] 

 

8. 感染症法のリスクコミュニケーションに関する研

究 

 厚生労働科学研究費補助金 健康安全・危機管理対策

総合研究事業「健康危機管理従事者のリスク／クライシ
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スコミュニケーションスキル向上のための研修プログラ

ムの開発と評価」（研究代表者：吉川肇子）の分担研究と

して、感染症対応の第一線の地方行政や厚生労働省担当

者らへ、それぞれ異なる形の複数の研究会の实施に協力

し、これまでに発生した複数の大規模感染症事例で不足

が指摘されている柔軟性、迅速性、情報共有、協力組織

の構築などを養う研修方法のモデルを提案し、リーフレ

ット、ゲーム形式の学習教材、事例等の作成を行った。 

[重松美加] 

 

9. バイオテロ防止およびバイオテロ下における効果

的な医療体制のあり方および評価に関する研究 

  厚生労働科学研究費補助金 健康安全・危機管理対策

総合研究事業「健康危機管理における効果的な医療体制

のあり方に関する研究」（研究代表者：大友康裕）の分担

研究として、感染症医療体制と災害・救急医療体制の連

携方法に関する研究、特に、バイオテロ関連疾患、新型

インフルエンザについて情報を収集し、救急や災害医療

の役割について検討を行った。得られた情報を、同研究

班の DMAT 研修の場で現場の医師等に還元し、協議を行っ

た。また、バイオテロ関連疾患、新型インフルエンザと

医療体制について、課題を整理した。 

APEC の際には症候群サーベイランスを含む感染症情報

への監視が行われ、情報センター関係者による本部への

要員の派遣が行われた。 

[砂川富正、中島一敏、谷口清州、岡部信彦、大友康裕（東

京医科歯科大学大学院救急災害医学分野）] 

 

10. 健康危機情報の迅速な分析と提供によるリアルタ

イムの対策活用のために必要な人材と仕組みの特

定と養成方法に関する研究 

厚生労働科学研究費補助金 健康安全・危機管理対策

総合事業「積極的健康危機情報の収集と分析および健康

危機管理行政への情報提供のための情報探索機構に関す

る研究」の研究代表者として、改正国際保健規則にある

新しいサーベイランスによる健康危機情報の早期検知の

為の人材育成と運用に関して、World Wide Web 上のニュ

ース、ブログ、報道発表、噂等から健康危機情報の早期

検知を行っている世界の 6 つのシステムと、国内の県お

よび国立機関の部門について、情報分析人員の活動の面

から調査と比較解析を行った。また、Joint Research Centre 

for European Commission の協力を得て、システム運用の

改善についての技術的検討を行った。 

[重松美加、谷口清州、Nigel Collier （国立情報学研究所）] 

 

11. 避難所サーベイランスのツールの開発と運用 

2011 年 3 月 11 日東日本大震災で被災された方の避難

所生活が開始され、子どもから高齢者までを含む集団生

活が長期化するに伴って、感染性胃腸炎やインフルエン

ザ等の感染症の集団発生が危惧される。そこで、避難所

を中心に生活をする方を対象とした症候群サーベイラン

ス「避難所サーベイランス」のツールを開発した。イン

ターネット上のデータベースを構築した。入力内容は、

症候群情報（急性期の消化器症状、インフルエンザ・イ

ンフルエンザ様症状、急性の呼吸器症状、発熱を伴う発

疹・水疱、破傷風・髄膜炎・脳炎などの神経症状、皮膚

に限局する感染症疾患、けがに関連した感染症、黄疸、

死亡）とし、年齢階層（5 歳未満、5-64 歳、65 歳以上）

の人数とした。避難所ごとに即時に情報還元が行われ、

発症者が増加した場合、自動的に異常探知が表示される。

これらの情報は保健所、県庁等の関係者に即時情報共有

された。 

[大日康史、菅原民枝、安井良則、中島一敏、砂川富正、

八幡裕一郎、谷口清州、岡部信彦] 

 

12. パンデミックインフルエンザ 2009 の分子疫学的解

析 

日本国内の分離株（74 株）の全ゲノムの塩基配列と、公

共データベース上の同時期の 164 配列を分子進化学的解

析法で解析した。我が国で流行したウイルスは 28 の異な

る起源をもっていた。大阪・神戸のクラスターと、福岡

アウトブレイクに関連するクラスターに属するウイルス

は、共に 6 月以降の国内検体からは検出されなかった。

クラスターの共通祖先ウイルスが何時生まれたかを進化

学的手法で推測し、その大半が 5 月下旪から 6 月上旪に

生じていることを突き止めた。これらのいくつかはその

後国内の様々な場所に感染を広げていた。 

[椎野禎一郎、岡部信彦、安井良則、砂川富正、田代真人

（インフルエンザウイルス研究センター）、小田 切孝人

（インフルエンザウイルス研究センター）、藤田信之（製
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品評価技術基盤機構）、渡邊治雄（副所長）] 

 

Ⅲ．感染症の疫学、統計等に関する研究 

1. インフルエンザによる超過死亡の評価 

 人口動態調査の月別全死因死亡者数のデータから、イ

ンフルエンザ流行の我が国の人口動態に与える影響を、

「感染研」モデルを用いてインフルエンザによる超過死

亡を推定し検討した。特に本年度は新型インフルエンザ

の死亡へのインパクトの推定が重要であったために、毎

月厚生労働省統計情報部からの人口動態調査速報の公表

を受けて实施し、厚生労働省と情報共有するとともに、

一般公開した。 

［大日康史、菅原民枝、谷口清州］ 

 

2. インフルエンザ関連死亡迅速把握に関する研究 

 20 大都市から提供されるインフルエンザ関連死亡（イ

ンフルエンザ及び肺炎死亡）数を用い、「感染研モデル」

と同種の超過死亡推定モデルを適用し、各都市毎の週卖

位の超過死亡を推定し、迅速な情報還元を行った。 

［大日康史、菅原民枝、谷口清州、厚生労働省健康局結

核感染症課、20 大都市・特別区衛生主幹部局］ 

 

3. インフルエンザ様疾患罹患時の異常行動に関する

研究 

 インフルエンザ様疾患罹患時に見られる異常行動につ

いて、前向き調査を重度、軽度にわけ实態把握を行い、

安全性調査委員会に情報提供した。 

［岡部信彦、大日康史、菅原民枝、谷口清州］ 

 

4. 食品媒介経路の締める比率や原因食品の寄与率推

定のための手法の開発 

厚生労働科学研究費補助金（食品の安心・安全確保推

進 研究事業）「食中毒調査の精度向上のための手法等に

関する調査研究」（研究代表者 岡部信彦）により、4 自

治体（岩手県、群馬県、東京都多摩地区、熊本市を除く

熊本県）の協力を得て、腸管出血性大腸菌の散発感染例

に対して、インターネット調査会社の登録者から対照を

選び症例対照研究を实施した。多変量解析により有意な

リスク食品が特定された。 

[八幡裕一郎、大日康史、春日文子、岡部信彦] 

 

5. 広域食中毒事例調査における課題検出の研究 

 厚生労働科学研究費補助金（食品の安心・安全確保推

進 研究事業）「食中毒調査の精度向上のための手法等に

関する調査研究」（研究代表者 岡部信彦）により、国内

で発生した広域食中毒事例における自治体の課題につい

て整理し、報告してきたが、今後の広域事例対応を円滑

に進めるためのガイドライン作成に着手した。関係者間

で骨子まで作成し、次年度以降の本格的な活動に継続し

て行く予定である。 

[砂川富正、多田有希、島田智恵、齊藤剛仁、冨岡鉄平、

杉下由行（東京都）、吉田眞紀子、春日文子、八幡裕一郎、

岡部信彦] 

 

6. 標準的喫食調査票の自己記入式試用結果からの課

題と改善点 

厚生労働科学研究費補助金（食品の安心・安全確保推

進研究事業）「食中毒調査の精度向上のための手法等に関

する調査研究」（研究代表者 岡部信彦）により、日本に

おいてアトリビューション調査のための標準的調査票を

開発し、質問紙の精度について検討を实施した。多くの

質問項目については良好であった。幾つかの質問項目に

ついては削除等の見直しが必要であることが分かった。 

[八幡裕一郎] 

 

7. ひらめ喫食と発症の疫学調査 

厚生労働科学研究費補助金（厚生労働科学特別研究事

業）「生鮮食品を共通食とする原因不明食中毒に対する食

品衛生上の予防対策」（研究代表者 小西良子）により、

銀行の景品のひらめの喫食者に対して症例対照研究を实

施し、ひらめの喫食方法、個人の健康状態等によるリス

クを検証するとともに、食中毒の原因である Kudoa 

septempunctata の発症に至る摂取量をモンテカルロシミ

ュレーションにて推定を行った。 

［八幡裕一郎、豊川貴生、中村奈緒美］ 

 

8. 広域食中毒事例の原因食品である牛肉の汚染度調

査 

厚生労働科学研究費補助金（食品の安心・安全確保推

進 研究事業）「食中毒調査の精度向上のための手法等に
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関する調査研究」（研究代表者 岡部信彦）により、腸管

出血性大腸菌 O157 の広域食中毒事例の原因食材（牛肉）

の収去品における汚染度調査を行った。 

[中島一敏、大島直子（横浜市保健所）］ 

 

9. 食中毒及びアウトブレイク疫学研修の遠隔教育シ

ステムの教材開発 

厚生労働省監視安全課が運用する NESFD システムによ

る疫学研修遠隔教育システムを用いた教材の開発を行っ

た。 

[中島一敏］ 

 

10. 3類感染症の発生状況と原因食品の推定に関する研

究 

2010 年の赤痢の国内発生数は 71 例で、2010 年は 3 月

末で 20 例であった。大半がソンネ菌であった。赤痢につ

いて国内事例発生の際に使用する簡易標準調査票を改訂

した。2010 年の 40 週から 41 週にかけて赤痢の国内発生

例が集積し、新簡易標準調査票で調査を行った。ウニを

主とする生鮮魚介類が疑われたが、原因食品の特定には

至らなかった。 

[伊藤健一郎、多田有希、齊藤剛仁、関谷紀貴、上野伸広

（鹿児島県）、下島浩幸（鹿児島県）、新川奈緒美（鹿児

島県）、森屋一雄（佐賀県）、勢戸和子（大阪府）、村上光

一（福岡県）、松﨑充宏（海事検定協会）] 

 

11. 感染症疫学情報の解析・評価に関する研究 

特定の感染症を患者発生情報と病原体情報の両面から

総合的解析を行った。本年度中に「病原微生物検出情報」

特集記事として掲載されたテーマは、2010 年４月号：Hib

侵襲性感染症と Hib ワクチン、5 月号：つつが虫病・日

本紅斑熱、6 月号：腸管出血性大腸菌感染症、7 月号：多

剤耐性アシネトバクター、8 月号：HIV/AIDS、9 月号：

インフルエンザ、 10 月号：Ａ型肝炎、11 月号：ノロウ

イルス、12 月号：シラミ症とシラミ媒介感染症、2011

年 1 月号：JANIS、2 月号：麻疹、3 月号：ロタウイルス

である。 

[山下和予、赤塚昌江、加藤信子、徳永真里子、野地元子、

齊藤剛仁、多田有希、安井良則、谷口清州、多屋馨子、

藤本嗣人、伊藤健一郎、木村博一、岡部信彦、井上栄（感

染症情報センター）、大西真、寺嶋淳、池辺忠義（細菌第

一部）、倉根一郎（副所長・ウイルス第一部）、安藤秀二、

西條政幸（ウイルス第一部）、脇田隆字、清水博之、石井

孝司、清原知子、片山和彦（ウイルス第二部）、竹田誠、

駒瀬勝啓（ウイルス第三部）、田代真人、小田切孝人（イ

ンフルエンザウイルス研究センター）、荒川宜親、加藤は

る、鈴木里和（細菌第二部）、野崎智義（寄生動物部）、

小林睦生（昆虫医科学部）、今岡浩一（獣医科学部）、佐

多徹太郎（感染病理部）、石井則久（ハンセン病研究セン

ター）、谷伸悦、中嶋建介（国際協力室）、野田衛、山本

茂貴（国立衛研）、藤井紀男、桐生康生（企画調整主幹）、

渡邉治雄（所長）、吉倉廣（前所長）、江浪武志、林修一

郎、中嶋健介、单川一夫、森田剛史、永井しづか、熊谷

優子、田中誠、味埜圭祐、堀内直哉、渡辺顕一郎（厚生

労働省）] 

 

12. 性感染症（STD）発生動向に関する研究 

厚生労働科学研究「性感染症に関する予防、治療の体

系化に関する研究」（研究代表者 小野寺昭一）の一環と

して、感染症法に基づきサーベイランスが实施されてい

る性器クラミジア感染症、性器ヘルペス、尖圭コンジロ

ーマ、淋菌感染症（以上定点把握）及び梅毒（全数把握）

の発生動向について、昨年度までに続き、2010 年報告分

を加えて解析した。特に定点把握については、地域毎の

定点数や診療科比率などを含め、サーベイランスデータ

の妥当性についての評価が、引き続き今後の課題である。

[岡部信彦、多田有希] 

 

13. 国内感染者集団の大規模塩基排列データに見出さ

れる HIV 集団の遺伝的変異に関する研究 

日本国内感染者の薬剤耐性データベースに集められた

HIV-1 の塩基配列から、HIV-1 CRF01_AE の国内感染動向

を推測した。距離行列法と Bayesian Markov chain Monte 

Carlo 法による系統樹を比較することによって 29 種類の

国内感染クラスターを同定した。クラスターの分布は、

スケールフリーの様相を呈していた。大きなクラスター

は 1990 年初頭に祖先が表れており、IDU の介在がある

ことが明らかとなった。一方、小さなクラスターは 2000

年以降に発生した MSM を中心とするもので、CRF01_AE

においても Subtype B と同様に MSM コミュニティにお
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ける感染拡大が懸念された。 

[椎野禎一郎、貞升健志、長島真美（東京都健康安全研究

セ ンター）、服部純子、杉浦亙（名古屋医療センター）] 

 

14. MSM における HIV/AIDS を含む性感染症の発生動

向に関する研究 

厚生労働科学研究「男性同性間の HIV 感染対策とその

介入に関する研究」（研究代表者 市川誠一）の一環とし

て、性的接触により感染し得る HIV/AIDS 以外の感染症

についても同時に予防啓発に繋ぐことを目的に、感染症

発生動向調査の対象疾患のうち HIV/AIDS、梅毒、A 型

肝炎、B 型肝炎、アメーバ赤痢、ジアルジア症について、

男性同性間性的接触によるとして報告された症例につい

て解析・検討した。 

[多田有希、市川誠一（名古屋市立大学）] 

 

15. 急性脳炎・脳症の発生動向に関する研究 

科学研究費補助金事業 基盤研究Ａ「小児における急

性脳炎・脳症の病態・診断・治療に関する研究」（研究代

表者：森島恒雄）の一環として、感染症法のもとで行わ

れている感染症発生動向調査において 2010 年に報告さ

れた急性脳炎･脳症 241 例の発生状況を解析しまとめた。 

[多田有希、島田智恵、具芳明、安井良則、岡部信彦] 

 

16. インフルエンザ脳症の疫学に関する研究 

厚生労働科学研究「インエンザなど重症インフルエン

ザの発症機序解明とそれに基づく治療法、予防法の確立

に関する研究」（研究代表者 森島恒雄）の一環として、

インフルエンザ脳症の発生動向について、感染症発生動

向調査による報告を解析し、季節性インフルエンザとイ

ンフルエンザ A(H1N1)2009 による脳症の報告数、好初年

齢、致死率などを検討した。インフルエンザ A(H1N1)2009

による脳症については、報告自治体を通じ、届出医に追

加情報収集を行った結果も含め検討した。 

[具芳明、島田智恵、安井良則、多田有希、岡部信彦] 

 

17. B 型ウイルス性肝炎の発生状況と届出状況に関す

る研究 

厚生労働科学研究「B 型肝炎ジェノタイプ A 型感染の

慢性化など本邦における实態とその予防に関する研究」

（研究代表者 溝上雅史）の一環として、感染症法にも

とづく B 型肝炎の発生状況および届出状況を検討した。

届出状況については、同研究班の他の分担研究の調査に

より、多くの未報告の存在が認められている。今後は研

究班員と協同して届出の徹底を図る方法を検討する予定

である。 

[多田有希、伊藤清顕（国立国際医療センター国府台病院）、

溝上雅史（国立国際医療センター国府台病院）] 

 

18. 国内における A 型肝炎の疫学情報収集に関する研

究 

厚生労働科学研究「A 型肝炎についての食品媒介感染

症としてのアプローチ」（研究代表者 野田 衛）の一環

として、2010 年の A 型肝炎多発時において行った対応を

もとに、A 型肝炎アウトブレイクの確認と原因究明のた

めに必要な疫学情報収集方法、ウイルスの分子疫学解析

結果との連動方法について検討した。 

[多田有希、中島一敏、島田智恵、中村奈緒美、具芳明、

古宮伸洋、清原知子（ウイルス第二部）、石井孝司（ウ

イルス第二部）、野田衛（国立医薬品食品研究所）] 

 

19. 腸管出血性大腸菌感染症による溶血性尿毒症症候

群（HUS）症例の発生状況に関する研究 

厚生労働科学研究「食中毒調査の精度向上のための手

法等に関する調査研究」（研究代表者 岡部信彦）の一

環として、HUS 症例の疫学的特徴とリスク因子の把握を

目的に、感染症発生動向調査による 2007 年の報告データ

について、性、年齢、都道府県、血清型・毒素型、感染

経路・感染原因等の集計・解析を行った。 

[杉下由行（東京都福祉保健局島しょ保健所小笠原出張

所）、齊藤剛仁、冨岡鉄平、島田智恵、砂川富正、多田

有希] 

 

Ⅳ．予防接種ならびに予防接種で予防可能疾患における

今後の感染症対策に関する研究 

1. 定期接種への導入が検討されているワクチンに関

する調査 

（１） ファクトシートの作成 

国立感染症研究所として水痘ワクチン、おたふくかぜ

ワクチン、ヒブワクチン、肺炎球菌ワクチン（多糖体、
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結合型）、ヒトパピローマウイルスワクチン、Ｂ型肝炎

ワクチン、成人用百日咳ワクチン、不活化ポリオワクチ

ンに関するファクトシートの作成が行われ、その作成に

担当者として携わった。 

[岡部信彦、多屋馨子、谷口清州、多田有希] 

 

（２） 作業チーム報告書の作成 

ファクトシートを基に、各ワクチンの作業チームが発

足し、それぞれの作業チームで報告書をまとめ小委員会

に提出した。小委員会から、厚生科学審議会予防接種部

会に報告された。 

[岡部信彦、多屋馨子、谷口清州、多田有希、砂川富正、

中島一敏] 

 

2. 予防接種後副反応に関する研究 

（１） 予防接種後健康被害報告の効果的な解析と、迅

速な対策に繋げるための研究 

厚生労働科学研究費補助金（新型インフルエンザ等新

興・再興感染症研究事業）「予防接種後健康被害審査の効

率化に関する研究（研究代表者 多屋馨子）」として、予

防接種後副反応報告書の内容を検討するための管理シス

テムの構築を行い、直近の予防接種後副反応報告書を紙

媒体から電子化した。また、国内の副反応情報について

文献検索を行い、海外での予防接種後健康被害救済並び

に予防接種後副反応サーベイランスに関する情報収集を

行った。 

[多屋馨子、岡部信彦、砂川富正、安井良則、新井智、佐

藤弘、山本久美、北本理恵、田中敏博（静岡厚生病院）、

落合雅樹（検定検査品質保証室）] 

 

（２） Hib ワクチン、PCV7 ワクチン接種後の死亡に関

する調査 

2011 年 2 月から 3 月にかけて発生した Hib ワクチン、

PCV7 ワクチン、DPT ワクチン同時接種後に発生した死

亡例の集積に対して、国内外の情報を収集し、再会に向

けた検討を行った。 

[多屋馨子、神谷元、大日康史、菅原民枝、佐藤弘、安井

良則、和田昭仁（細菌第一部）、岡部信彦] 

 

（３） 新型インフルエンザワクチンの安全性に関する

疫学研究 

 厚生労働科学研究費補助金（厚生労働科学特別研究事

業）「A 型インフルエンザ HA ワクチン H1N1 株(新型イ

ンフルエンザワクチン)の安全性に関する疫学研究（研究

代表者 山縣然太朗）」の分担研究として、新型インフ

ルエンザワクチン接種による特発性間質性肺炎および

COPD 患者の死亡リスクについての症例対照研究を行っ

た。 

[横道洋司(山梨大学)、栗原慎太郎(長崎大学）、横山徹

爾(国立保健医療科学院)、井上永介（北里大学）、河野

茂（長崎大学）、多屋馨子、山縣然太朗(山梨大学)) 

 

3. 麻疹、風疹ワクチンに関する研究 

（１） 麻疹排除に向けた対策の構築ならびに实施 

厚生労働科学研究費補助金（新型インフルエンザ等新

興・再興感染症研究事業）「ワクチン戦略による麻疹お

よびワクチンで予防可能疾患の疫学並びにワクチンの有

用性に関する基礎的臨床的研究（研究代表者 岡部信

彦）」の研究の一貫として、平成 24（2012）年という

WHO 西太平洋地域における麻疹排除目標の達成に向け

て、国が定める「麻疹対策技術支援チーム」として、国

内で必要と考えられる様々な麻疹排除に関連する計画案

の策定、および实施に携わった。その代表的なものとし

て以下を挙げる。 

〈予防接種の徹底と接種率向上に向けた取り組み〉 

－自治体別の定期的な接種率の評価と還元 

－養護教諭のための予防接種・感染症フォーラムの 

開催 

〈患者発生動向の評価〉 

－全数把握制度における麻疹患者発生の評価、解析 

と定期的な還元 

〈集団発生対応〉 

－集団発生に対する技術的助言の实施 

〈その他の情報提供〉 

－麻しんＱ＆Ａの更新 

－麻疹の検査診断を啓発するためのリーフレットを 

作成し、全国の保健所に配布 

[岡部信彦、多屋馨子、山本久美、砂川富正、島田智恵、

山下和予、多田有希、安井良則、中島一敏、神谷元、谷
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口清州、大日康史、菅原民枝、八幡裕一郎、佐藤弘、FETP 

11&12 期] 

 

（２） 麻疹排除に対する効果的な社会動員に関する研

究 

 厚生労働科学研究費補助金（新型インフルエンザ等新

興・再興感染症研究事業）「予防接種で予防可能疾患の今

後の感染症対策に必要な予防接種に関する研究（研究代

表者 岡部信彦）」の 2009 年度の委託研究として、麻疹

排除を効果的に進めるためのポスターを、TBS ドラマ

「JIN-仁-」との協賛により新たに作製した。これらの媒

体を使用し、实際の啓発効果の促進、および引き続く有

効な社会動員策について検討した。 

[砂川富正、安井良則、有賀玲子（文部科学省）、岡部信

彦] 

 

（３） 第 4 期麻疹風疹ワクチンにおける接種率向上に

向けた学校での取り組みと接種率の関係に関する

研究 

 厚生労働科学研究費補助金（新型インフルエンザ等新

興・再興感染症研究事業）「ワクチン戦略による麻疹およ

びワクチンで予防可能疾患の疫学並びにワクチンの有用

性に関する基礎的臨床的研究（研究代表者 岡部信彦、

研究分担者 多屋馨子）」の研究の一貫として、各学校の

第 4 期の麻疹・風疹ワクチンの接種率と接種率向上に向

けた学校での取り組みに関して、どの取り組みが接種率

の上昇に関与していたかについて統計学的解析を行った。 

[多屋馨子、山本久美、前田大久] 

 

（４） ラオスにおける麻疹・風疹と CRS の疫学 

WPRO における 2012 年の麻疹排除、および今後の EPI

戦略にかかわる風疹の血清抗体保有状況に関して、ラオ

スの首都ビエンチャンに居住する妊婦を対象に血清疫学

調査の計画と实施に対する支援を行った。 

[山本久美、牛島廣治(藍野大学)、駒瀬勝啓(ウイルス第

3 部)、渡邉治雄] 

 

（５） 風疹に関する予防対策，今後の風疹ワクチンの

あり方に関する研究 

厚生労働科学研究費補助金（新型インフルエンザ等新

興・再興感染症研究事業）「予防接種で予防可能疾患の今

後の感染症対策に必要な予防接種に関する研究（研究代

表者 岡部信彦、研究分担者 平原史樹）」の一貫として、

先天性風疹症候群ならびに風疹対策として、国内の風疹

患者、抗体保有状況、予防接種状況を検証し風疹罹患妊

娠女性に関する二次相談窓口が設置ならびに産科領域に

おける麻疹、水痘、ムンプスなどの院内感染問題につい

ても検討した。 

[平原史樹（横浜市立大学）、奥田实加（横浜市立大学）、

駒瀬勝啓（ウイルス第 3 部）、寺田喜平（川崎医科大学）、

種村光代（種村ウイメンズスクリニック）、川名尚（帝京

平成看護短期大学）、多屋馨子、岡部信彦] 

 

4. 疾病の流行状況とワクチンの意義に関する研究 

 厚生労働科学研究医薬品・医用機器等レギュレトリー

サイエンス総合研究事業ワクチンの有用性向上のための

エビデンス及び方策に関する研究（研究代表者 神谷 

齊）の協力研究者として、三重県下 3 市における、ロタ

ウイルス感染性胃腸炎の入院例の調査を行った。また、

この地域でのロタウイルスの流行株の特定、さらにはこ

れらの結果に基づいて、ロタウイルスワクチンの我が国

への導入の検討を行った。 

[中野貴司（国立病院機構三重病院）、井上和正（山田日

赤病院小児科）、神谷敏也（松阪中央総合病院小児科）、

井戸正流（三重中央医療センター小児科）、谷口孝喜（藤

田保健衛生大学ウイルス、寄生虫学講座教授）、神谷元］ 

 

5. 海外における予防接種政策のシステムに関する研

究 

 米国 ACIP、WHO SAGE など、外国の予防接種専門家

会議に出席し、予防接種の最新情報を収集するとともに、

諸外国における予防接種政策のシステムについて調査し

た。 

[神谷元、岡部信彦] 

 

6. ワクチンの需要予測 

 ワクチンの安定供給を目的として、季節性インフルエン

ザワクチンの需要予測を行った。また、ワクチン需給予測

プログラム開発事業において、及び新型インフルエンザワ

クチンの需要分析を行った。 
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[大日康史、菅原民枝、岡部信彦] 

 

7. ワクチン予防可能疾患における予防接種の費用対

効果分析 

 ワクチン予防可能疾患における予防接種の費用対効果

分析をインフルエンザ、水痘、Hib ワクチンなどを対象に

实施してきたが、それ以外の任意接種に関しても行い総合

的に検討した。評価の視点において、社会的視点の重要性

を検討した。 

[大日康史、菅原民枝、岡部信彦] 

 

8. 自治体における予防接種管理ソフトの改良と普及

に関する研究 

 各自治体において、定期予防接種あるいは自治体独自の

任意接種に対する公費補助を一元的に管理する予防接種

管理ソフトを改良し、普及に努めた。本年度は予防接種台

帳出力機能を備えた。 

[大日康史、菅原民枝、岡部信彦] 

 

9. フィンランド、デンマーク、韓国における予防接種

後健康被害対応体制の实態に関する研究 

厚生労働科学研究費補助金（新興・再興感染症研究事

業）「予防接種後健康被害審査の効率化に関する研究（多

屋班）として、海外における予防接種後健康被害に対す

る補償システムの概要、及び副反応事例に対する対応に

ついて、WHO や ECDC などの国際機関、韓国の予防接

種後健康被害に関する早期探知システム（サーベイラン

ス）、対応、および補償システムについて調査を行ってき

た。今年度は予防接種制度が非常に進んでいるデンマー

ク、フィンランドを訪問した。また昨年に引き続き韓国

を訪問し、パンデミックインフルエンザワクチン接種キ

ャンペーン後の予防接種後健康被害の探知システム、補

償等の対応の状況について情報収集を行った。各国とも、

予防接種歴などとともに副反応の情報がデータベースと

して管理されているため、有事においてすぐに評価、解

析ができ、安全対策、介入策が实施できる環境が整って

いた。 

[砂川富正、山本久美、神谷元、多屋馨子] 

 

10. 百日咳集団発生の調査に関する研究 

 厚生労働科学研究費補助金（新興・再興感染症研究事

業）「インフルエンザ及び近年流行が問題になっている呼

吸器感染症の分析疫学研究（研究代表者 廣田良夫）」の

分担研究として、徳島県で発生した百日咳疑い事例の聞

き取り調査を行ったほか、高知県において百日咳の全数

サーベイランスを实施し、百日咳の实際の疾病負荷の特

定に関する研究を行った。また、宮崎県で発生した百日

咳の集団発生について積極的疫学調査を行い、特に乳幼

児への感染拡大予防策について取り組んだ。また、成人

百日咳は診断が困難な疾患であるため、正しい診断方法

の検討も同調査で行った。年長者あるいは若年成人の間

で流行が懸念されており、わが国においても Tdap など

の年長者向けワクチンの導入が今後要検討である。その

基礎データを蓄積することも目的としている。 

[砂川富正、島田智恵、神谷元、土橋酉紀、大平文人、安

藤由香］ 

 

11. 百日咳の疾病負荷に関する研究 

厚生労働科学研究費補助金（新興・再興感染症研究事

業）「インフルエンザ及び近年流行が問題になっている呼

吸器感染症の分析疫学研究（研究代表者 廣田良夫）」の

分担研究の一環として、高知県庁の協力の下、7－9 月の

間、高知全県下で百日咳の全数サーベイランス事業を实

施した。その結果、小児科定点サーベイランスからは、3

カ月間の報告患者数は 40 例であったが、全数サーベイラ

ンスから推定される患者数の推定は 78.2 例（区間推定

52.4－346.5）となった。報告数が尐なく、年齢群により

小児科定点からの報告割合が異なることが分かった。ま

た、全数サーベイランス实施期間中に、高知大学にて発

生した百日咳集団発生事例に関与する症例は小児科定点

からは報告されておらず、現行のサーベイランスシステ

ムでは成人集団発生事例を探知できない可能性が示唆さ

れた。今回、現在のサーベイランスシステムが正確な百

日咳の現状を把握し、迅速に介入するには十分とは言え

ない結果であった。 

[砂川富正、神谷元、島田智恵、土橋酉紀] 

 

12. 日本脳炎に関する研究 

（１） 日本脳炎ワクチンの追加接種に関する研究 

厚生労働科学研究費補助金（新型インフルエンザ等新
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興・再興感染症研究事業）「ワクチン戦略による麻疹およ

びワクチンで予防可能疾患の疫学並びにワクチンの有用

性に関する基礎的臨床的研究（研究代表者 岡部信彦）」

の研究の一貫として、日本脳炎ワクチンの追加接種によ

る有効性安全性の検討を行った。 

[多屋馨子、庵原俊昭、中山哲夫、宮崎千明、岡田賢司、

神谷 齊、中野貴司、永井崇雄、乾燥細胞培養日本脳炎

ワクチンの臨床治験实施医療機関、日本外来小児科学会

予防接種委員会参加医療機関、佐藤弘、岡部信彦] 

 

（２） わが国における日本脳炎の疫学に関する検討 

厚生労働科学研究費補助金（新型インフルエンザ等新

興・再興感染症研究事業 「我が国における日本脳炎の

現状と今後の予防戦略に関する研究 研究代表者 高崎

智彦、研究分担者 多屋馨子）の分担研究として、わが

国における日本脳炎の現状と、日本脳炎ウイルスに関す

る検討を行った。近年の日本脳炎ウイルス活動状況を感

染症流行予測調査事業、調査結果から解析し、予防接種

状況と合わせて検討した。 

[多屋馨子、佐藤弘、新井智、岡部信彦] 

 

（３） 日本脳炎ウイルスに関する研究 

厚生労働科学研究費補助金（新型インフルエンザ等新

興・再興感染症研究事業（我が国における日本脳炎の現

状と今後の予防戦略に関する研究 研究代表者 高崎智

彦、研究分担者 多屋馨子）の分担研究として、日本脳

炎ウイルス媒介蚊の遺伝的多様性について検討した。そ

の結果、日本のコガタアカイエカと海外のコガタアカイ

エカに遺伝的な多様性があることが明らかになった。 

[新井智、浜田雅史、多屋馨子、岡部信彦、沢辺京子(昆

虫医科学部)、小林睦生(昆虫医科学部)] 

 

（４） 日本脳炎ウイルス感染のリスク評価指標設定お

よび实施に関する研究 

2010 年度より、我が国における日本脳炎の現状と今後

の予防戦略に関する研究（高崎班）に研究分担者として参

加し、「沖縄本島（特に北部）における日本脳炎ウイルス

感染リスク評価」の活動では、計画していた人、蚊に関す

る調査については、蚊についての調査しか实施できなかっ

た。蚊の調査からは沖縄本島北部においては日本脳炎リス

クが引き続き存在することが示唆された。2011 年度以降

に、沖縄県北部地域を中心とする日本脳炎ウイルス感染リ

スクに関する情報収集を、血清疫学を中心に实施予定であ

る。その結果、標準的に使用可能な指標を整理する。その

結果を持って、地域レベルのサーベイランスの改良やワク

チン接種等の公衆衛生上の提言を行っていく。 

[砂川富正、神谷元、斉藤美加（琉球大学）、當間孝子（琉

球大学）、伊佐真之（沖縄県立北部病院）、浜端宏英（ア

ワセ第一医院小児科）、高崎智彦（ウイルス第一部）] 

 

13. 亜急性硬化性全脳炎（SSPE）の発生状況に関する

研究 

厚生労働科学研究「プリオン病及び遅発性ウイルス 

感染症に関する調査研究」（研究代表者 水澤英洋）の

一環として、麻疹根絶（排除）状態の最終確認となると

も言える SSPE の発生状況を把握することを目的に、特定

感染症治療研究事業の下で収集されている臨床調査個人

票のデータ解析から、発生数{報告数}、疫学、臨床情報、

療養状況等の把握を行った。 

[多田有希、水澤英洋（東京医科歯科大学）] 

 

Ⅴ．病原体等の研究 

1. インフルエンザウイルスの検出法ならびに検出部

位に関する臨床的検討 

厚生労働科学研究費補助金 医薬品･医療機器等レギ

ュラトリーサイエンス総合研究事業「ウイルス検出を目

的とした体外診断薬の再評価技術基盤に関する研究」 

(研究代表者 小林和夫、研究分担者 多屋馨子)の分担

研究として、国内で市販されているインフルエンザ迅速

診断キットの検出感度を A/California/2009 pdm 株を用い

て比較検討した。臨床現場で多く用いられている 12 キッ

トについて、デバイスの最小検出感度を調べた。また、

キット添付の検体採取用 Swab、検体溶出用容器の比較を

行った。 

[多屋馨子、荒木和子、佐藤弘、新井智、岡部信彦] 

 

2. 臨床検体におけるインフルエンザ（H1N1）2009 に

対する抗体価測定 

インフルエンザ（H1N1）2009 の流行後あるいはワク

チン接種後の抗体保有状況を検討するため、2010 年 2 月
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（9 検体）および 2010 年 11～12 月（18 検体）に採取さ

れた血清を用いて赤血球凝集抑制試験により抗体価の測

定を行った。 

[佐藤弘、多屋馨子] 

 

3. OPV 投与後のポリオウイルスの排出 

OPV 接種後、腸管内におけるワクチンウイルスの増殖

を調べるため、糞便中のポリオウイルスの排出量を

real-timePCR により、経時的、血清型別、に調べた。ま

た、感染性ウイルス量を TCID50 法により測定した。 

[荒木和子、佐藤弘、多屋馨子、岡部信彦] 

 

4. トガリネズミ目の新しいハンタウイルスの検索 

動物由来感染症対策の一環として新しいハンタウイル

スの検索を行った。その結果、韓国済州島のコジネズミ

に Jeju virus の感染を確認した。また、モンゴルのトガリ

ネズミ目動物にも特異的な遺伝子の増幅が確認された。 

［新井智、浜田雅史、多屋馨子、岡部信彦、Hong-Shik Oh 

(韓国済州島国際大学)、田原研司(島根県保環研)、高田

伸弘(福井大学)、近真理奈(埻玉衛研)、Jin-Won Song(韓

国コリア大学)、Bazartseren, Boldgiv (モンゴル、Natinal 

Univerisity of Mongolia)、Richard Yanagihara（米国ハワイ

大学医学部)］ 

 

5. ダニ媒介性疾患発生地域における不明熱疾患の検

索 

ダニ媒介性疾患発生地域には、ダニ媒介性疾患が疑わ

れるものの、感染源の明らかにならない熱性疾患の発生

が認められている。その原因を検索する一環として島根

県および埻玉県のダニ媒介性疾患発生地域における野生

動物の病原体保有調査を行った。  

[新井智、浜田雅史、多屋馨子、岡部信彦、田原研司 (島

根県環境衛生研究所)、近真理奈(埻玉衛研)、石原智明(酪

農大獣医)] 

 

6. アデノウイルス感染症の病原体サーベイランスのため

の研究 

（１） 新型アデノウイルス 53、54 および 56 型同定法

の開発 

これまで流行性角結膜炎を引き起こすアデノウイル

スの型は 8，9および 37型とされてきた。しかし、諸外国

と異なり日本においては 8 型がほとんど検出されなくな

り、8型と類似した新型アデノウイルス 53および 54型が

検出されている。さらに、56型も流行していることが明ら

かになった。そこで、これらの同定法開発を行って標準

化のために取り組んだ。その一環として、53 および 54

型を検出同定するための LAMP 法を作製した。 

[藤本嗣人、小長谷昌未、花岡希、岡部信彦] 

 

（２） 造血幹細胞移植後の患者血漿からのアデノウイ

ルス検出同定 

造血幹細胞移植後に急性出血性膀胱炎を引き起こした

患者 7 名について、アデノウイルスを検出してコピー数

を測定し、型別を实施した。その結果、11 型が 5 名、34

型および 35 型が各 1 名と同定された。 

[藤本嗣人、花岡希、小長谷昌未、岡部信彦] 

 

（３） 各種 DNA 検出検査用陽性判断コントロールに

関する研究 

PCR 法を用いた特異的遺伝子の検出は、様々な感染症

において病因を同定する簡便かつ有用な診断ツールであ

る。PCR 法におけるポジティブコントロール(PC)の使用

は検査の結果判定での有用性や検査そのものの反応性を

保証する重要な試料である。そこで、本課題では、アデ

ノウイルス型別 LAMP 法、マイコプラズマ汚染チェック

PCR 法での各種安定供給可能な利便性の高い PC を作製

した。作製したプラスミドは实際の検査系において各々

良好な結果を示した。 

[花岡希、木村愛、小長谷昌未、藤本嗣人] 

 

7. エンテロウイルスの塩基配列に関する研究 

重症事例等から採集したエンテロウイルスの塩基配列

を調べた。系統解析を行い、エンテロウイルスの伝播状

況を考察した。 

[宗村徹也、藤本嗣人] 

 

8. 脳炎患者からのエンテロウイルス 71 型遺伝子の検

出 

2010 年にエンテロウイルス 71(EV71)の全国的な流行

があり、その際に脳炎と診断された患者の髄液からエン
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テロウイルス遺伝子を検出した。EV71 に対する血清抗

体価の上昇を確認した。 

[藤本嗣人、花岡希、安井良則、小長谷昌未、岡部信彦、

高崎智彦(ウイルス第一部)、清水博之(ウイルス第二部)] 

 

9. コクサッキーウイルスの分離に関する研究 

京都市と連携して、過去のコクサッキーウイルス A 群

の分離効率を調べた。マウスを用いた方が良いタイプと、

細胞を用いた方が良いタイプが明らかになった。 

[藤本嗣人、花岡希、岡部信彦、京都市衛生環境研究所] 

 

10. 腸管病原性大腸菌（EPEC）の研究 

EPEC の重要な付着因子であるインチミン（eae）は多

型であることが知られている。Heteroduplex Mobility 

Assay で多型を確認した菌株について eae の全配列を決

定した。 

[江藤良樹、村上光一（福岡県保健環境研究所）、伊藤健

一郎] 

 

11. 喘鳴を呈する小児患者から検出された呼吸器ウイル

スの分子疫学に関する研究 

 種々の呼吸器ウイルス感染は、喘鳴や喘息の増悪因子と

して重要であることが推定されている。そこで、本研究に

おいては、喘鳴を呈した小児患者から検出された呼吸器ウ

イルスの分子疫学に関する研究を行った。その結果、喘鳴

や喘息の既往のない小児患者から最も多く検出されたの

は RS ウイルスであり、喘鳴の既往がある患者から最も多

く検出されたのはヒトライノウイルス(HRV)であった。ま

た、検出されたウイルスは遺伝学的に多様であることが推

定された。 

[藤塚麻子・菅井和子（国立横浜医療センター小児科）、塚

越博之（群馬県衛生環境研究所）、水田克巳（山形県衛生

研究所）、木村博一、岡部信彦、野田雅博（ウイルス第三

部）、田代眞人（インフルエンザウイルス研究センター）] 

 

12. 急性呼吸器感染症患者から検出された Saffold 

cardiovirus (SAFV) の分子疫学に関する研究 

Saffold cardiovirus(SAFV)は、ピコルナウイルス科に属す

るウイルスであるが、未だにその病原性等は明らかになっ

ていない。そこで、山形県及び群馬県で検出された SAFV

の分子疫学に関する研究を行った。その結果、SAFV は

発熱上気道炎患者や滲出性扁桃炎の原因ウイルスとなり

うることが示唆された。また、検出された SAFV は 3 型

と 6 型が主体であった。 

[水田克巳（山形県衛生研究所）、塚越博之（群馬県衛生環

境研究所）、板垣勉（山辺こどもクリニック）、木村博一、

秋山美穂、岡部信彦、野田雅博（ウイルス第三部）] 

 

Ⅵ．学会の中での研究、貢献 

1. 日本ワクチン学会 

第 14 回日本ワクチン学会学術集会を開催した。 

［岡部信彦（会長）、多屋馨子、新井智、佐藤弘、荒木和子、

谷口清州、多田有希、藤本嗣人、砂川富正、安井良則、神

谷元、稲葉秀子、田村優子、感染症情報センター全員、

FETP］ 

 

2. 日本感染症学会 

ワクチン委員会委員として予防接種に関する検討・啓

発を行った。 

[多屋馨子] 

 

3. 日本小児科学会 

 予防接種・感染対策委員会理事、専門委員として予防接

種ならびに小児感染症に関して毎月検討を行った。 

[岡部信彦、多屋馨子] 

 

4. 日本小児感染症学会 

感染症情報委員会委員として活動した。 

[岡部信彦(委員長)・山下和予］ 

 

研究教育委員会委員として小児感染症分野の教育研究

に関する研修会の開催、小児感染症の研究に関する啓発等

を行った。 

[多屋馨子］ 

 

5. 日本ウイルス学会 

ワクチン専門委員会委員として予防接種に関する検

討・啓発を行った。 

[森島恒夫（委員長）、俣野哲朗、奥野良信、小田切孝人、

倉根一郎、白木公康、多屋馨子、中野貴司、中山哲夫、
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長谷川秀樹、横田恭子] 

 

 

サーベイランス業務 

Ⅰ．感染症発生動向調査事業の实施および情報の還元 

平成 11 年 4 月施行の｢感染症の予防及び感染症の患者

に対する医療に関する法律｣（平成 15 年 11 月、平成 17

年 4 月、平成 19 年 4 月・6 月、平成 20 年 1 月・5 月改正

法施行）に基づき、対象疾患を診断した医師、保健所、

地方感染症情報センター（都道府県、政令市に設置）、地

方衛生研究所、国立感染症研究所病原体検査部門、厚生

労働省と連携し、感染症発生動向調査事業を实施してい

る。 

1. 感染症発生動向調査（患者情報）全国データの集

計・解析・還元 

感染症発生動向調査事業において、感染症情報センタ

ーは中央感染症情報センターとして、全数把握疾患及び

週卖位定点把握疾患については毎週 1 回、月卖位定点把

握疾患については毎月 1 回、全国データを集計し、各自

治体に還元している。また、データの内容の確認及び解

析を行い、感染症週報（IDWR）や病原微生物検出情報

（IASR）として情報を公開するとともに、得られた情報

を地方自治体と連携して必要な感染症対策へつなげてい

る。 

[多田有希、安井良則、島田智恵、齊藤剛仁、富澤伸五、

加藤信子、加納和彦、佐藤弘、FETP 研修生 11&12 期生、

神谷元、八幡裕一郎、砂川富正、中島一敏、大山卓昭、

大竹由里子、前田明日香、岡部信彦] 

 

2. 感染症週報の作成・発行 

｢感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関す

る法律｣）の主旨のもとに、感染症週報の発行を継続して

おり、当感染症情報センターのホームページ上に PDF 版

と HTML 版とで掲載している。 

感染症週報には「発生動向総覧」以外に、「注目すべき

感染症」としてその時々で問題となる感染症を 1-2 件取

り上げ、詳細な解説を行い、｢病原体情報｣として、その

時々で問題となる感染症の患者からの病原微生物検出状

況を掲載している。 

また、「速報」においては、主に地方衛生研究所から投

稿される、国内で問題となったアウトブレイクに関する

最新の記事、個々の疾患の発生動向のまとめなどを掲載

し、｢海外感染症情報｣として WHO の感染症アウトブレ

イクニュース、インフルエンザ流行状況に関する記事を

紹介している。その他、本年度は不十分ではあったが、｢感

染症の話｣として感染症法に規定された疾患など感染症

の解説を行い、「読者のコーナー」として外部からの問い

合わせのあった質問や投稿などを多くの読者に公開して

いる。 

［多田有希、安井良則、島田智恵、齊藤剛仁、大竹由里

子、前田明日香、佐藤弘、神谷元、谷口清州、山下和予、

赤塚昌江、徳永真里子、FETP 研修生 11&12 期生、大山

卓昭、八幡裕一郎、砂川富正、中島一敏、多屋馨子、山

本久美、重松美加、加藤信子、富澤伸五、加納和彦、岡

部信彦］ 

 

3. 病原体情報の収集と月報・年報の作成 

 病原微生物検出情報事務局において、病原体情報セン

ター業務として、オンラインによる報告票の確認、問い

合わせ、データベースの管理、集計解析、月報および年

報の作成、配布に関する一連の作業を継続的に实施した。 

（１） 情報処理：NESID の病原体検出情報システムに

登録された新しいデータの確認と公開処理を毎日行なっ

た。2010 年 1 月－2010 年 12 月の病原体検出報告数は、

病原菌検出報告（３A：地研・保健所）は 5,687 件、病原

体個票は病原菌（原虫・寄生虫を含む）が地研・保健所

3,596、検疫所 3 件、ウイルス（リケッチア，クラミジア

を含む）が地研 21,233 件（うち AH1pdm が 4,362）、検疫

所 23 件、集団発生病原体票は病原菌等が地研 205 件、ウ

イルス等が地研 928 件、ヒト以外からの病原体検出票は

病原菌等が地研 330件、ウイルス等が地研 1件であった。 

（２） 月報の編集：本年度中に病原微生物検出情報月

報が 12 号（第 31 巻）および第 31 巻索引が編集・印刷発

行された。特集記事については英訳を行い同時に掲載し

た。 

（３） 年報の編集：病原体情報に関する年報は、欧文

による 2008 年年報を、Japan J. Infect. Dis., 2005 Vol.62 

Supplement として発行した。 

（４） 感染性腸炎研究会に参加する都市立感染症指定

医療機関が入力した感染性腸炎患者調査票 664 件につい
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てデータの確認と集計を行ない、2010 年度末の総会資料

および感染症学会発表資料として提供した。 

[山下和予、赤塚昌江、加藤信子、野地元子、徳永真里子、

齊藤剛仁、岡部信彦] 

 

4. 感染症発生動向調査 週報・月報 速報データの作

成・公開 

感染症発生動向調査により集計された報告数を、感染

症週報での公開（通常金曜日）より早く公開するため、

2008 年第 47 週から、速報データとしての公開を（通常

火曜日）实施している。また、インフルエンザについて

は、新型インフルエンザ発生を受け、2009 年第 42 週か

らはより早い公開（週報の一週間前の金曜日）を实施し

ている。 

[前田明日香、大竹由里子、島田智恵、齊藤剛仁、安井良

則、多田有希] 

 

5. インフルエンザ流行レベルマップの作成 

 感染症発生動向調査により得られた全国のインフルエ

ンザ患者発生動向を、過去の患者発生状況をもとに設け

られた基準値に基づいて解析し、保健所ごとに警報レベ

ル、注意報レベルを超えたことを情報還元するための「イ

ンフルエンザ流行レベルマップ」を作成し、毎週火曜日

に感染症情報センターのホームページ上に公開した。コ

メント欄には、最新の患者発生状況と病原体情報から得

られたインフルエンザウイルス分離結果を合わせて掲載

している。2010 年度は新型インフルエンザの発生の次年

度でもあり、前年度と同様に報告数の尐ない時期に休止

することはなく、1 年間ホームページへの掲載を続けた。

インフルエンザ流行レベルマップは、全国のインフルエ

ンザの最新の発生動向を掲載するものであり、特に新型

インフルエンザの流行期間中は、ホームページ上に掲載

されるとすぐにメディアに取り上げられ、全国に情報還

元されていた。 

[安井良則、富澤伸五、加藤信子、多田有希、谷口清州］ 

 

6. 麻しん速報（グラフ）の作成・公開 

感染症発生動向調査により得られた麻しんの報告をも

とにグラフ及び日本地図を作成し、毎週火曜日に感染症

情報センターのホームページ上に公開した。この公開は

2008 年第 3 週から新たに開始したものであり、①週別報

告数（第 1 週～当該週の棒グラフ）、②都道府県別報告数

病型別報告数（当該週分の棒グラフ）、③都道府県別病型

別累積報告数（第 1～当該週累積分の棒グラフ）、④都道

府県接種歴別累積報告数（第 1～当該週累積分の棒グラ

フ）、⑤年齢群別接種歴別累積報告数（第 1～当該週累積

分の棒グラフ）、⑥週別推定感染地域（国内・外）別累積

報告数、⑦都道府県別累積報告状況（第 1～当該週累積

分の日本地図）、⑧都道府県別報告状況（第 1～当該週の

週毎の日本地図）の 8 種類の作成を行った。 

[島田智恵、前田明日香、多田有希、阿保満（東京都多摩

府中保健所）] 

 

7. 腸管出血性大腸菌感染症速報（表・グラフ・マップ）

の作成 

 感染症発生動向調査により得られた腸管出血性大腸

菌感染症報告をもとに表、グラフ、日本地図を作成し、

毎週火曜日に感染症情報センターのホームページ上に公

開した。この公開は 2009 年第 19 週から新たに開始した

ものであり、①週別報告数（第 1 週～当該週の棒グラフ）、

②都道府県別・血清型（Ｏ157、Ｏ26、Ｏ111）別報告数

（当該週の集計表）、③都道府県別・血清型（Ｏ157、Ｏ

26、Ｏ111）別累積報告数（第 1～当該週累積分の集計表）、

④都道府県別累積報告数（第 1～当該週累積分の日本地

図）、⑤週別・都道府県別報告状況（第 1～当該週の週毎

の日本地図）の 5 種類の作成を行った。 

［齊藤剛仁、前田明日香、多田有希］ 

 

8. 麻しん報告数の WHO 西太平洋事務局への報告 

 感染症発生動向調査により得られた麻しんの報告数を

もとに、WHO の報告形式に適合した集計表を月毎に作

成し、WHO 西太平洋事務局に報告した。 

[島田智恵、山下和予、安井良則、多田有希、岡部信彦] 

 

9. 集団発生対応における原因病原体の検索 

（１） ライノウイルスアウトブレイク対応 

百日咳疾患が疑われたアウトブレイクが発生し、スク

リーニング検査の結果、百日咳が否定されたため、原因

不明疾患として、網羅的に原因ウイルス等の探索を行っ

た。Cycleave PCR 法や HyperPCR 法、CODEHOP PCR 法
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等を組み合わせた探索の結果、ライノウイルスが優位に

患者検体より同定された。シークエンス解析の結果、同

定されたすべてのライノウイルスの VP1 領域、VP4,VP2

領域の一部が Human rhinovirus A isolate N13 株（GenBank: 

GQ223229.1）の配列と一致した。ライノウイルスは変異

性が高く、これまで同一のライノウイルスによる集団発

生事例という報告は日本国内にはなく、貴重な症例とな

った。 

[花岡希、藤本嗣人、小長谷昌未、谷口清州、安井良則] 

（２） ワクチン接種後に死亡した幼児からのウイルス

検出 

肺炎球菌ワクチンを接種後に死亡した患者の咽頭拭い

液からウイルス検出を实施した。その結果、ヒューマン

メタニューモウイルスが検出された。 

[藤本嗣人、小長谷昌未、花岡希、岡部信彦、近平雅嗣、

榎本美貴] 

（３） 乳児院でのパラインフルエンザアウトブレーク

時の病原体検索 

乳児院において発熱を伴う気道感染症が流行し、例年

以上にけいれんの合併が多かった。流行原因を特定する

ためウイルス学的検索を行った。検体採取を行った17例

中10例からParainfluenzavirus 1型（Para 1）が検出され（1

例 は Rhinovirus も 同 時 検 出 ） Enterovirus 68 と

Coxsackievirus A（Cox A）が1例ずつ検出された。けいれ

んは基礎疾患をもつ4例にみられた。1例のみCox Aが検

出された。 

[藤本嗣人、花岡希、安井良則、岡部信彦、三崎貴子(大

阪府済生会中津病院小児科)] 

 

Ⅱ．感染症発生動向調査のシステムに関する業務 

 「感染症の患者の予防及び感染症の患者に対する医療

に関する法律」に基づく、感染症発生動向調査は、1999

年 4 月の法制定以降、厚生労働行政総合情報システム

（WISH）上に構築され運用されていたが、システム稼

動後の法改正に未対応の部分がある等の課題があったこ

とから、再構築することとなり、2006 年 4 月に新たなシ

ステム（NESID）が稼動開始された。NESID システムで

は、中央データサーバーに、感染症発生動向調査（患者

情報及び病原体検出情報）にとどまらず、疑い症例調査

支援、症候群サーベイランス、感染症流行予測調査、イ

ンフルエンザ関連死亡、インフルエンザ施設別発生状況、

さらに結核登録者情報に関する複数のシステムが統合さ

れ、一元的に管理されている。 

 

1. 感染症発生動向調査（患者情報）システム 

2006 年 4月から運用開始した感染症発生動向調査シス

テムのうち、感染症発生動向調査（患者情報）では、厚

生労働省、システム開発会社とともに、法改正等による

対象疾患の追加・変更や保健所の統廃合など関連した改

修事項について、適宜対応している。また、システム稼

動開始後に発生した問題点や改善すべき点について検討

し、可能な限り順次改修を行ってきた。今後も改良すべ

き点、その解決方法を検討・实行していく。 

[多田有希、加藤信子、加納和彦、富澤伸五、島田智恵、

齊藤剛仁、安井良則、大竹由里子、前田明日香、谷口清

州] 

 

2. 病原体検出情報システム 

 2006 年 5 月 6 日に運用開始した病原体検出情報サブ

システムについて、これまでに改善が必要として挙げら

れた項目について、2011 年度に予定されている NESID

リプレースの仕様書に反映させるための検討作業を行な

った。また、新しく発見された病原体や型別追加に対応

するため、随時コードの追加・変更を行って、最近の情

報の収集・還元・公開を可能にしている。 

[山下和予、赤塚昌江、徳永真里子、野地元子] 

 

3. 感染症流行予測調査システム 

2006年 4月から運用開始した感染症流行予測調査シス

テムでは、2010 年度のデータ登録、集計、検索など一連

の作業が滞りなく行われた。平成 2009 年の新型インフル

エンザの発生に伴い新型インフルエンザワクチン・季節

性インフルエンザワクチンの接種情報及び罹患に関する

情報をさらに細かく登録できるようにし、新たな解析表

を出力するためにシステムの一部改修を行った。同時に、

以前から各自治体より要望されていた検体情報の一括登

録機能を追加し提供した。しかし作業時間の負担を軽減

するための改善はすべて实現されたわけではないのでデ

ータ登録の効率化と確实性を図る改善を今後も検討して
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いく。 

[北本理恵、佐藤弘、多屋馨子] 

 

Ⅲ．感染症に関する情報収集・発信業務  

1. 各種疾患別情報および新着情報などのインターネ

ットホームページへの掲載、更新、維持 

感染症発生動向調査の各種集計および解析結果、時系

列グラフ、地図グラフをホームページ上に掲載し、定期

的に更新、維持管理を行った。また、各種疾患別情報お

よび新着情報についても内容を検討し、維持管理を行っ

た。特に 2010 年度には、疾患別情報について形式の統一

を図った。 

[前田明日香、大竹由里子、島田智恵、齊藤剛仁、安井良

則、多田有希、加藤信子] 

 

2. インターネット等による病原体情報の提供 

（１） 「病原微生物検出情報（IASR）」ホームページ

に、印刷版と平行して毎月 HTML 版の病原微生物検出情

報月報を国内外に提供した。また、病原体名、疾病名か

ら検索できる月報特集記事索引（日、英）を毎月更新し

て掲載した。 

（２）  病原体情報報告機関に対して、迅速に情報を還

元するために、毎日 NESID の病原体検出情報システムに

登録されたデータの還元情報速報閲覧と定型帳票ダウン

ロードのページを更新した。 

（３） オンラインで随時報告されるデータの追加・変

更を反映させた速報グラフと集計表および累積データに

基づく統計表とグラフを IASR ホームページに掲載した

（NESID の病原体検出情報システムで作成される定型

帳票のグラフと集計表については毎日更新）。 

（４） 地方衛生研究所などから提供された速報記事を

随時 IASR ホームページに掲載した。 

（５） 地研からの病原体個票によるインフルエンザウ

イルス分離報告を集計し、日本の週別型別分離数データ

として WHO の FluNet へのアップロードを流行期間中毎

週行った。またオセルタミビル耐性株検出情報およびイ

ンフルエンザウイルス分離・検出状況を速報として IASR

ホームページに掲載した。 

（６） 地研からの病原体個票による麻疹ウイルス分

離・検出報告を集計し、グラフとともに速報として随時

IASR ホームページに掲載した。 

（７） 地方衛生研究所と検疫所の検査情報担当者メー

リングリストを更新し、毎月の予定やシステム運用の連

絡、インフルエンザウイルス研究センターから地研への

連絡、速報記事掲載のお知らせ、FluNet・麻疹ウイルス

速報更新・オセルタミビル耐性株検出情報更新のお知ら

せなどウイルス担当者や細菌検査担当者への情報提供を

行った。 

[山下和予、赤塚昌江、徳永真理子、野地元子、加藤信子] 

 

3. 海外感染症情報の収集と評価 

 WER (WHO)、MMWR (米国 CDC)、Eurosurveillance Weekly 

(EU) 、 Health Protection Report ( 英 国 ) 、 Health 

Protection Scotland Weekly Report (スコットランド)、

Communicable Disease Intelligence(豪州)、あるいは、

その他種々のウエブページ上での感染症情報を収集･評

価した。 

[多田有希、島田智恵、齊藤剛仁、神谷元、FETP 研修生

11 期&12 期生、菅原民枝、佐藤弘、花岡希、大日康史、

大山卓昭、砂川富正、中島一敏、八幡裕一郎、新井智、

安井良則、多屋馨子、藤本嗣人、谷口清州、岡部信彦] 

 

4. 感染症流行時の情報発信 

 感染症情報センターのホームページ上にはフォーカス

のコーナーがあり、話題となる感染症や大きく流行して

国民に大きな影響を及ぼす可能性のある感染症について

の情報提供を行っている。特に 2010 年度はインフルエン

ザ、麻しん、腸管出血性大腸菌感染症、鳥インフルエン

ザ、百日咳、ノロウイルス感染症等のコーナーに加えて、

2011 年 3 月 11 日に発生した東日本大震災のコーナーを

設けて、被災地における感染症のリスクアセスメント、

被災地で発生するリスクの高い感染症の対策等の情報発

信や、被災地・避難所における感染症発生情報の探知支

援システムについての情報提供等を行った。 

[安井良則、多田有希、島田智恵、齊藤剛仁、山下和予、

大竹由里子、前田明日香、加藤信子、新井智、佐藤弘、

多屋馨子、砂川富正、八幡裕一郎、中島一敏、神谷元、

菅原民枝、大日康史、FETP 研修生 11&12 期生、谷口清

州、岡部信彦］ 
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5. インエンザ様疾患発生報告、麻疹施設別発生状況の

掲載 

厚生労働省が事業として实施している、両疾患の学校

等における調査（保育園、用地船、小学校、中学校、高

等学校等におけるインフルエンザ及び麻疹による欠席者

数、休校・学年閉鎖・学級閉鎖のあった施設数）の結果、

インフルエンザは实施期間中、麻疹は通年、毎週ホーム

ページ上に掲載した。 

[大竹由里子、多田有希] 

 

Ⅳ．感染症流行予測調査事業に関する業務 

1. 感染症流行予測調査報告書の作成 

厚生労働省健康局結核感染症課及び感染研関係各部と

共同で、平成 20 年度（2008 年度）報告書を作成した。 

[多屋馨子、佐藤弘、山本久美、北本理恵、前田大久、荒

木和子、新井智、岡部信彦] 

 

2. 感染症流行予測調査結果速報の発信 

平成 22 年度（2010 年度）感染症流行予測調査のうち、

インフルエンザ HI 抗体保有状況（平成 22 年 12 月 7 日

と 12 月 16 日の計 2 回）、ブタの日本脳炎 HI 抗体保有状

況（平成 22 年 7 月 9 日から 12 月 13 日まで計 17 回）、な

らびに調査対象疾患の抗体保有状況、予防接種状況につ

いて速報としてホームページに掲載した。 

[佐藤弘、多屋馨子、北本理恵、山本久美、荒木和子、新

井智、岡部信彦] 

 

3. 感染症流行予測調査实施要領の作成 

厚生労働省健康局結核感染症課と共同で、平成 22 年度

版を作成した。 

[多屋馨子、佐藤弘、前田大久、山本久美、北本理恵、荒

木和子、新井智、岡部信彦] 

 

4. 感染症流行予測調査システムの運用 

2006 年 4月に稼働した感染症流行予測調査システムお

よび 2010 年度に一部追加・改修したシステムの各自治体

におけるデータ入力のサポート、およびトラブルに対す

る調査、対応を行った。 

また、集計を迅速におこない、一部をホームページに

公開した。 

[北本理恵、佐藤弘、多屋馨子、岡部信彦] 

 

5. 事務局業務 

厚生労働省健康局結核感染症課、都道府県、都道府県

衛生研究所、感染研関係各部との密接かつ円滑な連携を

保つための業務を行った。衛生微生物技術協議会の関連

会議として感染症流行予測調査事業担当者会議を 2010

年 5 月 26 日に開催し、当該年度の調査に対する注意点や

変更点などの説明や検査現場の声を関係者が共有化する

場を設け事務局として業務の円滑な運営を進めている。 

[多屋馨子、佐藤弘、山本久美、北本理恵、荒木和子、新

井智、岡部信彦] 

 

Ⅴ．感染症情報の収集、評価及び予防対策の策定 

1. 生物学的製剤に起因する感染症に関する安全性関

連情報収集業務 

 移植片、輸血、タンパク製剤など生物由来の医療関連

材料によると考えられる感染症を、早期に把握し、情報

提供することにより、健康被害の拡大を防ぐことを目的

とした情報収集と、そのためのシステム構築し運用した。

昨年度までに収集した評価済み情報データベースの維持

を行い、2010 年度の報道機関ニュースと、各国および国

際的機関の公式情報を毎日、国内外の文献情報を定期的

に収集し、生物学的製剤に関連を検討評価し、データベ

ースに蓄積した上で、事務局として、生物学的製剤由来

感染症評価検討委員会へ提出し、その調査、対応の緊急

性を評価し、感染症研究所として科学的見知からコメン

トし、関係諸機関へ報告した。既存の情報検索および蓄

積・検索データベースのシステムの改良と、よりよい検

出アルゴリズム開発、言語学的処理技術を駆使した情報

選別の技術導入等に関しての検討を進めた。 

［谷口清州、重松美加、多屋馨子、柴田博子、岡部信彦、

倉根一郎（副所長）］ 

 

 

国際協力関係業務 

Ⅰ．国際的調査協力及び支援 

1. GHSAG に対する技術支援 

 G7 加盟国とメキシコ、WHO、EU による、Global Health 

Security Initiative の技術的な WG である GHSAG に対し
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て、リスク管理ワーキンググループ、リスクコミュニケ

ーションネットワーク、および CBRN 早期検知と早期対

応のプロジェクト（EAR Project）について、アジアの中

の日本の立場から議論に参加し、技術的な立場から国際

的な健康危機事例に対する国際的な協力・協同業務に参

画した。 

[重松美加、谷口清州、Nigel Collier（国立情報学研究所）、

国光綾乃（厚生労働省大臣官房厚生科学課）] 

 

2. WHO に対する技術的支援 

（１） WHO におけるグローバルインフルエンザサー

ベイランスガイドライン作成 

パンデミック（H1N1）2009 の教訓から世界レベルの

インフルエンザサーベイランスのガイドライン策定に向

けて作業部会に参加し、インフルエンザサーベイランス

における定義、重症サーベイランスの定義などの議論を

行った。 

[谷口清州] 

（２） WHO IHR Review Committee/Pandemic Influenza 

Review Committee への参加 

上記委員会が WHO において構成され、今回のパンデ

ミックインフルエンザ発生とその対策に国際保健規則

（IHR）は機能したか、パンデミック対策は適切に行わ

れたかなどの総括が 2010-2011 年にかけて行われた。岡

部センター長は同会議委員として参加。委員会は 2011．

5 の WHO 総会に報告書を提出した。 

[岡部信彦] 

（３） WHO 西太平洋地域事務局(WPRO)における活動 

岡部センター長は、WPRO におけるポリオ根絶監視委

員会委員（副議長）および、WPRO/SEAR(South Easet Asia 

Region) における Asia Pacific Strategy for  Emerging 

Diseases (ASPED)委員会のメンバーとして会議に参加、

WPRO における活動に貢献した。 

[岡部信彦] 

 

3. 途上国の新型インフルエンザに関わる疫学能力強

化に関する研究 

 国際医療協力研究委託事業（蜂矢班）の費用を用いて、

インドネシア国单スラウェシ州において、インフルエン

ザや肺炎のサーベイランス情報の解析を行うと共に、鳥

インフルエンザに対する保健従事者の KAP 調査を行っ

た。 

[砂川富正、八幡祐一郎、神谷元、谷口清州、蜂矢正彦（国

立国際医療センター）] 

 

4. JICA インドネシア鳥インフルエンザサーベイラン

ス強化プロジェクト支援 

 2008 年 10 月から開始された JICA による同プロジェク

トの短期専門家として現地の活動を支援している。 

[砂川富正、島田智恵、神谷元、吉田真紀子、田中好太郎、

谷口清州、岡部信彦]  

 

5. JICWELS/JICA 国際感染症研修プロジェクト 

 研修の受け入れを行った。 

[岡部信彦（委員長）・情報センター] 

 

6. 中国 CDC に対する技術的支援 

 中国 CDC が来所した際に、日本における症候群サー

ベイランスの運用状況を説明した。また、中国側から上

海万博での強化サーベイランスの实施状況の報告を受け、

意見交換した。 

[大日康史、菅原民枝] 

 

7. モンゴル FETP に対する技術支援 

日本の FETP での経験にもとづき、2009 年に開始され

たモンゴル FETP に対し、WHO と協力して技術支援を行

った。 

[大山卓昭] 

 

8. WHO/FETP パートナーシップ会議 

アジア地域諸国の FETP 連携のため、WHO が開催した

会議に参加し、FETP の活動評価指針などを作成した。 

[大山卓昭] 

 

9. タジキスタンにおけるポリオアウトブレイク対策

支援 

2010 年にタジキスタンで発生したポリオの大規模ア

ウトブレイクに対し、WHO 本部からの依頼に基づいて

現地対策支援を行った。 

［中島一敏］ 
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10. イエール大学との共同研究 

2010 年 11 月から 2011 年 3 月までイエール大学の研究

員を受け入れ、日本におけるインフルエンザワクチンの

流行抑制の効果と、最適な接種計画についての共同研究

を進めた。 

[大日康史、菅原民枝] 

 

11. インドネシアに対する技術的支援 

JICA インドネシア保健省が来所した際に、日本におけ

るサーベイランスの運用状況を説明し、意見交換を行っ

た。 

[岡部信彦、多屋馨子、中島一敏、多田有希、藤本嗣人、

山下和予、大日康史、菅原民枝] 

 

Ⅱ．国際研修 

海外からの来所者への感染症情報センターの活動およ

び感染症対策に関する情報提供と広報 

国立国際医療センター海外研修生、JICA 留学生、各国保

健医療および政府関係者などの来所時に、感染症情報セ

ンターの活動、国内感染症の発生動向、国内および国際

連携による感染症対策の現状、予防接種、国際保健規則

を含む国際感染症対策、パンデミック対策などについて

の研修、病原体情報の説明、情報提供、広報業務をおこ

なった。 

[岡部信彦、谷口清州、藤本嗣人、大日康史、重松美加、

大山卓昭、中島一敏、神谷元、砂川富正、山下和予、島

田智恵、多田有希、多屋馨子] 

 

 

研修業務 

Ⅰ．感染症危機管理およびそれに関わる人材養成（实地

疫学専門家養成プログラム：FETP）に関する業務 ［研

修指導：八幡裕一郎、松井珠乃、中島一敏、砂川富正、

大山卓昭、谷口清州、岡部信彦］ 

 

1. 全般实施状況 

 FETP の实施は 12 年目となり、平成 22 年 4 月、12 期

生 4 名（阿部信次郎、安藤由香、石川貴敏、関谷紀貴）

を迎えた。平成 22 年 3 月には 11 期生 5 名（大平文人、

具芳明、小宮伸洋、豊川貴生、中村奈緒美）が研修終了

した。 

 

2. 感染症集団発生事例に対する实地疫学調査協力 

平成 22 年度において、实地疫学専門家養成プログラム

（FETP）は、以下の感染症集団発生事例に対して、地方

自治体からの要請を受けて調査協力を行った。 

ジフテリア（疑い）対応（神奈川県川崎市） 

多剤耐性アシネトバクター感染症集団発生事例（東京都

板橋区） 

多剤耐性緑膿菌感染症集団発生事例（東京都板橋区） 

呼吸器感染症集団発生事例（秋田県北秋田市） 

百日咳集団発生事例（宮崎県延岡市） 

 

3. 研修活動 

FETP のトレーニングの一環として、初期導入研修前

期（John Kobayashi；4 月）、国立保健医療科学院必修研

修（4 月～7 月）、初期導入研修後期（John Kobayashi; 7

月～8 月）とともに、インフルエンザ予防対策セミナー

（Tim Uyeki; 9 月）、实地疫学と検査室診断（Lee Riley; 1

月）、实地疫学のための統計手法（Paul Weiss; 3 月）を開

催した。 

 

4. 教育研修経験 

教育経験のための研修として、全国感染症危機管理研修

会での講義、地方自治体の感染症危機管理研修会（栃木

県、宮崎県、国立保健医療科学院、独立法人動物衛生研

究所）での講義・演習を实施した。 

 

5. 感染症疫学研究 

平成22年度に研修終了した 10期生が以下の特別論文長

期プロジェクトの研究発表をおこなった。 

同時に論文作成し、国立保健医療科学院健康危機管理分

野特別論文として提出した。 

「神戸市での新型インフルエンザアウトブレイクの家庭

内接触者における 2 次発症率と予防投薬の効果、2009 年

5 月～6 月 」 大平文人 

「長野県諏訪地域における抗菌薬使用量と耐性菌の検出

頻度について」 具芳明 

「A 中学校高等学校における新型インフルエンザ A
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（H1N1）感染者の特徴、および感染拡大に関する検討」 

小宮伸洋 

「国内初発の新型インフルエンザ A（H1N1）によるアウ

トブレイクにおける医療従事者を対象とした血清疫学調

査」 豊川貴生 

「検疫所職員の職業性ストレスおよびストレス反応に関

する研究」 中村奈緒美 

 

6. 感染症サーベイランス活動 

毎週ごとに収集されるサーベイランス報告対象疾患の

情報を監視・解析し、必要に応じて地方自治体とともに

公衆衛生的介入を实施した。 

腸管出血性大腸菌感染症サーベイランスに対する情報交

換・還元 

性感染症の発生動向に基づいた提言 

百日咳の発生動向をモニター 

麻疹症例増加に対する予防接種推奨 

新型インフルエンザの発生動向監視、等 

 

7. 感染症情報の還元 

 感染症サーベイランス、感染症集団発生事例に対する

实地疫学調査協力などで得られた情報を病原体検出情報

（IASR）、感染症発生動向調査週報（IDWR）などを通じて

一般住民、公衆衛生従事者などに還元した。 

 

8. 实験室研修 

FETP に対し、ウイルス病原診断についての基礎的な

实習を戸山庁舎で实施した。ウイルス分離、PCR、リア

ルタイム PCR、臨床検体の採取法、および实験室診断に

関するディスカッションを行った。 

[藤本嗣人、花岡希、岡部信彦] 

 

Ⅱ．感染症危機管理研修会 

感染症情報センターが事務局を務め、平成 9 年度より定期

的に実施している感染症危機管理研修会を 9 月 15 日、16

日に開催した。2010 年度の事務局は、第四室及び喜瀬清

義が担当した。研修内容として、「国の健康危機管理体制

について」、「新型インフルエンザパンデミック総括」、「予防

接種法改正の動きについて」、「地域における新型インフル

エンザ対応：東京都、沖縄県、横浜市、北海道の場合の各

論とパネルディスカッション」、「リスクコミュニケーションとメデ

ィア対応」、「麻疹排除計画における病原診断の重要性」、

「Hib ワクチンおよび肺炎球菌ワクチン」、「HPV ワクチン」、

「広域食中毒対策：O157、A 型肝炎」、「感染症集団発生時

の疫学調査」、感染症集団発生時の疫学調査に関するケ

ーススタディ演習等を行った。全国の感染症担当部局、保

健所、衛生研究所から 110数名が受講した。 

［感染症情報センター一同］ 

 

Ⅲ．国立保健医療科学院による研修 

1． 国立保健医療科学院による細菌研修の实施 

 国立保健医療科学院による短期研修新興再興感染症技

術研修を、2010 年 11 月 9 日から 12 月 1 日まで、感染症

研究所村山庁舎で行った。地方衛生研究所において細菌

検査業務に従事する中級者を対象として、細菌学の体系

的な理解と新しい知識及び技術の習得を目的としている。

保健所・地方衛生研究所合計 17 名であった。本研修は感

染症情報センターを初めとして、感染研関連各部室、東

京検疫所、名古屋検疫所、東京都安全健康研究センター、

神奈川県衛生研究所、岡山県環境保健センター、大分県

衛生環境研究センター、海事検定協会、東京サラヤの協

力を得て遂行された。 

[伊藤健一郎、木村博一] 

 

2. 国立保健医療科学院によるウイルス研修の实施 

国立保健医療科学院による短期研修ウイルス研修を、

2010 年 9 月 27 日から 10 月 22 日まで、国立感染症研究

所村山庁舎で行った。本研修は、地方衛生研究所等にお

いてウイルス検査業務に従事する専門職員を対象とし、

種々のウイルス感染症の新しい知識及び検査診断技術の

習得を目的としている。受講生は、定員 20 名に対し、31

名であった（すべて地方衛生研究所所属）。なお、本研修

は、感染症情報センターをはじめ、当所関連各部・セン

ター・室及び全国の衛生環境研究所（山形県、群馬県、

沖縄県等）の協力を得て遂行された。 

[木村博一、伊藤健一郎、秋本遼、佐藤弘、岡部信彦] 

 

Ⅳ．その他の研修の实施 

1. 希尐感染症診断技術向上事業に関する業務 

平成 22 年度の研修は平成 23 年 2 月 24～25 日に、全国
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の地方衛生研究所の技術担当者を対象に二日間開催され

た。ウイルス第一部、昆虫医科学部、ウイルス第三部、

ウイルス第二部、インフルエンザウイルス研究センター、

岡山県環境保健センター、沖縄県衛生環境研究所、生物

活性部室部、寄生動物部、細菌第一部、細菌第二部、西

神戸医療センターにご協力いただいた。 

[情報センター全員(主担当は 4 室)、宮崎義継（生物活性

部室部）] 

 

2. 医師卒後研修 

国立感染症研究所で開催された医師卒後研修に情報セ

ンターからも講師として参加した。 

[岡部信彦、多屋馨子、多田有希、谷口清州、大山卓昭] 

 

 

その他 

Ⅰ．情報提供及び広報活動 

1．電話、メールによる問い合わせ業務 

予防接種、麻疹、風疹、ポリオ、人獣共通感染症、SARS、

パンデミック、インフルエンザ、鳥インフルエンザ、下

痢症ウイルス等、その他感染症に関する電話、メールに

よる問い合わせに対応した。一般からの電話相談が最も

多く、特に、メディアで報道された場合、電話問い合わ

せが殺到した。医療従事者、自治体、保健所、メディア

等を含めて、年間の問い合わせ件数は、研究者 1 人あた

り、電話約 500-1000 件、メール約 50-100 件である。 

[岡部信彦、谷口清州、重松美加、神谷元、多田有希、安

井良則、島田智恵、多屋馨子、佐藤弘、山本久美、藤本

嗣人、松野重夫、伊藤健一郎、木村博一、布施晃、大日

康史、菅原民枝] 

 

2. 来所者への感染症情報センターの活動および感染

症対策に関する情報提供と広報 

国内生徒、学生の修学旅行や社会見学などの来所時に、

感染症情報センターの活動、国内感染症の発生動向、国

内および国際連携による感染症対策の現状、SARS を含む

国際感染症対策、パンデミック対策などについての情報

提供、広報業務をおこなった。 

[岡部信彦、谷口清州、重松美加、砂川富正、中島一敏、

神谷元、多田有希、安井良則、島田智恵、齊藤剛仁、多

屋馨子、佐藤弘、山本久美、藤本嗣人、布施晃、大日康

史、菅原民枝] 

 

3. メディアへの対応 

 平成 15 年の SARS 発生以来、メデイア希望者に対して

毎月 1 回、情報センター・メデイア感染症情報交換会と

して、感染症情報の提供、解説、意見交換を行っている。

話題として、病原体検出情報（IASR）の特集を取り上げ

るほか、その都度のトピックスを取り上げている。また

緊急的に伝え他た方がよいと考えられた時には、臨時に

開催し、コメントを出すようにしている。感染研として

の公式発表ということではなく、あくまで情報センター

からの科学的情報提供、としている。情報提供は主に感

染症情報センター長および適時情報センタースタッフと

しているが、感染研内部の担当専門者に依頼することも

ある。本会の登録者は 100 社 150 人以上となっており、

risk communinication の一手段として、メデイア側の協力

も得て継続、实施している。 

[岡部信彦、情報センタースタッフ一同］ 

 

Ⅱ．血清銀行に関する業務 

1. 血清の保管および血清払い出し業務 

感染症流行予測調査事業のため各都道府県において収

集し用いた後の余剰血清のうち、国内血清銀行での保管

の承諾が得られた血清を受け入れ、保管した。2010 年度

に受け入れた血清は、計 2,895 検体であった。また、血

清使用申請があった場合には、血清銀行委員会による審

査後、払い出し（血清分与）を行っている。2010 年度は

1 件、1,000 本の血清を払い出した。 

[多屋馨子、荒木和子、前田大久、佐藤弘、新井智、岡部

信彦] 

 

2. 職員血清の保管業務 

2010 年度の職員血清 計 470 本を受け入れ保管し、規

定の保管期限を経た血清は抜き出し引き渡した。 

[佐藤弘、荒木和子、多屋馨子、山本久美、新井智、岡部

信彦] 

 

Ⅲ．予防接種に関する業務 

1． 予防接種情報公開に関する業務 



感染症情報センター 

(1). 感染症情報センターHP 内に日本の予防接種スケジ

ュール 2010 を公開した。 

(2). 感染症情報センターHP 予防接種のページを更新し

た。 

[多屋馨子、前田明日香、佐藤弘、山本久美、岡部信彦] 

 

Ⅳ．レファレンス業務 

 アデノウイルスレファレンスセンターとして、難同定

アデノウイルスの同定を行った。また、アデノウイルス

分離用細胞を分与した。アデノウイルス検査法について

検討し、地方衛生研究所の検査支援を行い、検査法の標

準化に取り組んだ。 

[藤本嗣人、花岡希、小長谷昌未、岡部信彦] 

 

 

Ⅴ．検査实施状況 

第 3 室： 

血清反応 27 検体（研究）、2 検体（診断） 

核酸検出 2 検体（研究）、2 検体（診断） 

[佐藤弘、荒木和子、多屋馨子] 

 

第 4 室： 

行政検査 58 件  

（兵庫県10件、付埻玉県1件、和歌山市40件、秋田県5件、

相模原市2件） 

原因不明疾患における病原体検索 および アデノウイ

ルス難同定株の同定を实施した。 

[藤本嗣人、小長谷昌未、花岡希、岡部信彦] 

 

 

 

 

Ⅵ．研修員（实地疫学専門家養成プログラム） 

 

 

氏  名 身  分 期  間 出  身 

大平 文人 

具  芳明 

小宮 伸洋 

豊川 貴生 

中村 奈緒美 

阿部 信次郎 

安藤 由香 

石川 貴敏 

関谷 紀貴 

協力研究員 

協力研究員 

協力研究員(*) 

協力研究員(*) 

協力研究員 

協力研究員 

協力研究員 

協力研究員 

協力研究員 

H21.4.1-H23.3.31 

H21.4.1-H23.3.31 

H21.4.1-H23.3.31 

H21.4.1-H23.3.31 

H21.4.1-H23.3.31 

H22.4.1-H23.3.31 

H22.4.1-H23.3.31 

H22.4.1-H23.3.31 

H22.4.1-H23.3.31 

大阪府立富田林保健所 

静岡県立静岡がんセンター 

東京都立墨東病院感染症科 

沖縄県立八重山病院 

名古屋検疫所 

自衛隊中央病院 

岡山赤十字病院小児科 

東京都福祉保健局 

東京都立駒込病院がん感染症センター 

(*) 平成 22年度は、任期付研究員 
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